M4 卒業試験問題 科目：内 科 学（感 染 症）（2001.10.02 実施）
解 答 例

1） 市中肺炎につき次の問に答えなさい。

a） 頻度の高い起炎菌（起炎微生物）を5 菌種

次の中から5 種書くこと
肺炎球菌 (Staphylococcus pneumoniae)、肺炎桿菌 (Klebsiella pneumoniae)

インフルエンザ菌 (Haemophilus influenzae)、Moraxella catarrhalis
マイコプラズマ (Mycoplasma pneumoniae)、クラミジア (Clamydia pneumoniae、C. psittaci)

レジオネラ (Legionella pneumophila)
b）60 才以上では余り見られず、60 才以下の肺炎で時々見られる起炎微生物を2 菌種挙げなさい（a と重複しても良い）。
マイコプラズマ、クラミジア

c）起炎微生物を推定する上で重要な検体検査は何か。3 種類挙げなさい。
血液培養（極めて重要、これを必ず含めて欲しい）
喀痰のグラム染色（極めて重要、必ず実施すること。これも必ず含めて欲しい）
喀痰培養、血算/白血球分画

2） 静脈カテーテル関連感染症につき次の問に答えなさい。

a）頻度の高い起炎菌（真菌を含む）を3 菌種
次の中から3 種書くこと
黄色ブドウ球菌 (Staphylococcus aureus)、表皮ブドウ球菌 (S. epidermidis)、
S. epidermidis 以外のコアグラーゼ陰性ブドウ球菌 (CNS)、腸球菌 (Enterococcus faecalis、
E. faecium)、緑膿菌 (Pseudomonas aeruginosa)、カンジダ (Candida albicans)

b）静脈カテーテル関連感染症の予防方法、発症時の対処、検査、治療方針について述べなさい。
【予防方法】刺入時に刺入部位を十分かつ広範に消毒する。定期的消毒とドレッシング交換（数日に一度）、透明なドレッシングを用い、発赤の有無を毎日観察。
【発症時の対処】先ず、血液培養、カテーテル抜去、カテーテル先端の培養などを行う。その後、SIRSの状態などであれば起炎菌を推定し抗菌薬を投与する（治療開始前に検体を採ることが大切）。
【検査】血液培養、カテーテル先端の培養、血算/白血球分画、CRP など
【治療方針】全身状態が良好であればカテーテル抜去のみで解熱することも多いので、抜去後、半日ほど様子を見ても良い。解熱しない時、全身状態が不良の時、SIRS に該当する時、脾
摘後患者、弁膜症のある時などは起炎菌を推定し抗菌薬を投与する。
3）全身性炎症反応症候群（SIRS）につき次の問に答えなさい。
a） SIRS の診断基準について述べなさい。

1 体温が36℃以下または38℃以上

2 脈拍数が90以上

3 呼吸数が20回/分以上

4 白血球数が12000以上または4000以下

の4項目のうち2項目を充たすもの。

b）SIRS と敗血症の関係について述べなさい。
病原微生物によって惹起されたSIRSが敗血症。

4）伝染性（感染性）単核球（増多）症につき次の問に答えなさい。
a） 原因微生物名とその感染経路

EBV　唾液（接触感染、飛沫感染）
b） 好発年令

10 歳 - 30 歳
c） 臨床像

発熱、咽頭炎、頚部リンパ節腫脹、発疹、肝脾腫、肝機能障害など

d） 検査所見

異型リンパ球増多。Paul-Bunnell、抗VCA-IgM、抗EA 抗体が陽性。抗EBNA 抗体陰性。肝機能異常。

e)　治療上の留意点
ABPC を使わない（発疹を悪化させる）。

5）エイズの診断基準にあげられている日和見感染症を10 種類
次の23 疾患（状態）の内、10 個挙げればよい。
【A. 真菌症】
1. カンジダ症（食道、気管、気管支、肺）
2. クリプトコッカス症（肺以外）
3. コクシジオイデス症
① 全身に播種したもの
② 肺、頸部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの
4. ヒストプラズマ症
① 全身に播種したもの
② 肺、頸部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの
5. カリニ肺炎

【B. 原虫症】
6. トキソプラズマ脳症（生後1 か月以後）
7. クリプトスポリジウム症（1 か月以上続く下痢を伴ったもの）
8. イソスポラ症（1 か月以上続く下痢を伴ったもの）
【C. 細菌感染症】
9. 化膿性細菌感染症（13 歳未満で、ヘモフィルス、連鎖球菌等の化膿性細菌により以下いずれかが2年以内に、二つ以上多発あるいは繰り返して起こったもの）
① 敗血症 ② 肺炎 ③ 髄膜炎 ④ 骨関節炎
⑤ 中耳・皮膚粘膜以外の部位や深在臓器の膿瘍
10. サルモネラ菌血症（再発を繰り返すもので、チフス菌によるものを除く）
11. 活動性結核（肺結核又は肺外結核）※
12. 非定型抗酸菌症
① 全身に播種したもの
② 肺、皮膚、頸部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの
【D. ウイルス感染症】
13. サイトメガロウイルス感染症（生後1 か月以後で、肝、脾、リンパ節以外）
14. 単純ヘルペスウイルス感染症
① 1 か月以上持続する粘膜、皮膚の潰瘍を呈するもの
② 生後1 か月以後で気管支炎、肺炎、食道炎を併発するもの
15. 進行性多巣性白質脳症
【E. 腫瘍】
16. カポジ肉腫
17. 原発性脳リンパ腫
18. 非ホジキンリンパ腫
LSG 分類により ① 大細胞型、免疫芽球型 ② Burkitt 型
19. 浸潤性子宮頸癌

【F. その他】
20. 反復性肺炎
21. リンパ性間質性肺炎／肺リンパ過形成：LIP/PLH complex（13 歳未満）
22. HIV 脳症（痴呆又は亜急性脳炎）
23. HIV 消耗性症候群（全身衰弱又はスリム病）
